
y = x+
√
1− x2

−1 < x < 1のとき

y′ = 1− x√
1− x2

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

−1 < x < 0のとき y′ > 0である。

0 < x < 1のとき y′ > 0を解くと 0 < x < 1√
2
である。

よって，0 < x < 1√
2
のとき y′ > 0， 1√

2
< x < 1のとき y′ < 0である。

そして，x = −1のとき y = −1，x = 1√
2
のとき y =

√
2，x = 1のとき y = 1である。

また，y′′ = − 1

(1− x2)
√
1− x2

となるから常に y′′ < 0となり，C は上に凸である。

したがって，C の概形は下図のようになる。
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C を y 軸に関して対称に移動したグラフをC ′ とする。C とC ′ の交点は ( 0 , 1 )，C ′ と直線 y = x

の交点は
(

1√
5
, 1√

5

)
である。

立体 K のうち，−1 ≦ y < 1√
5
， 1√

5
≦ y ≦ 1，1 ≦ y ≦

√
2 の範囲にある立体の体積をそれぞ

れ，V1，V2，V3 とすると，

V = V1 + V2 + V3
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V1 = π
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ここで，∫
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よって，
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次に

V2 = π
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そして， 1⃝ を x について解いて，x = 1
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以上から，

V = V1 + V2 + V3

= 23

15
√
5
π +

(
1
3

− 1

15
√
5

)
π + 1

3
π

=

(
22

15
√
5

+ 2
3

)
π


